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ム
月
ム
目
、

る
前
は
出
駄
羅
臼
な
あ
や
ふ
や
な
不
真
面
目
な
、
こ
ん
－
な
だ
ら
し
の
な
い
勉
強
の
仕
方
を
幾
日
続
け
や

う
と
す
る
気
な
の
か
？
お
前
は
お
前
の
机
の
上
に
置
い
て
ゐ
る
、

る
前
自
身
が
心
に
誓
っ
て
作
っ
た
日
課
去
を
見
て
恥

か
し
い
正
は
思
は
ね
の
か
、
自
責
の
念
に
堪
へ
な
い
の
か
よ
く
考
へ
て
見
ろ
、
故
郷
で
は
お
前
の
雨
親
達
が
士
と
汗
と
に

ま
み
れ
な
が
ら
異
黒
に
な
っ
て
、

お
前
の
成
功
を
一
耐
り
つ
、
、
持
々
と
し
て
働
い
て
居
る
で
は
な
い
か
。

お
前
は
日
々
皐

校
に
通
つ

τ安
ら
か
に
勉
強
の
出
来
る
幸
一
臓
な
身
で
は
な
い
か
、
然
る
に
お
前
は
日
。
不
規
律
な
だ
ら
し
の
な
い
勉
強

を
す
る
ご
は
何
事

r、
お
前
は
普
通
一
般
の
人
々
と
は
責
任
が
異
ふ
、

お
前
は
故
郷
を
接
つ
時
重
大
な
責
任
を
果
す
乙

と
を
究
や
母
に
、
一
見
ら
に
ふ
る
里
の
山
川
草
木
に
誓
っ
た
事
を
忘
れ
は
す
ま
レ
、
精
進
せ
よ
。
そ
し
て
努
力
せ
よ
左
。

僕
は
叱
ら
れ
る
様
に
畳
へ
た
。

ム
月
ム
目
、
十
一
時
を
過
ぎ
た
頃
削
範
の
ム
ム
上
人
か
ら
手
紙
が
届
い
た
、
文
面
の
一
節
仁
か
う
し
た
文
句
が
あ
っ

日

言巳

中

よ

一
六
五
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よ

り
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－
ノ
F

ノ

た
‘
「
帝
大
に
於
て
龍
昆
た
ら
ん
人
よ
り
は
、
組
山
に
於
℃
牛
頭
た
る
告
の
狭
主
や
う
な
る
つ
ま
ら
な
げ
な
牛
頭
は
、

l
 

u品

ち
世
界
の
首
に

τ候、
（
中
時
）
只
だ
只
だ
真
面
目
に
進
ま
れ
度
候
、
異
面
白
の
前
に
は
献
も
味
方
も
無
保
件
に
て
平
伏

可
致
候
。
泰
山
を
抱
き
て
北
海
を
越
へ
ん
よ
り
は
組
山
に
抱
か
れ
て
名
を
な
し
て
、
闘
門
を
越
へ
ら
れ
度
〈
一
五
云
。
』
伐

は
貴
仁
戚
慨
に
堪
え
な
か
っ
た
。

ム
月
ム
川
、
八
時
頃

rっ
た
、
僕
が
僻
敢
議
本
を
諌
ん
で
居
た
ら
、
隣
宰
一
の
松
井
君
が
白
砂
の
日
記
帳
を
持
っ
て
僕

の
部
屋
に
入
っ
て
来
た
‘
そ
う
し
て
日
記
の
二
、
三
を
韻
λ
で
聞
か
し
た
。
松
井
君
の
言
ふ
に
は
日
記
帳
に
三
年
間
一

H
も
敏
か
さ
守
に
H
記
す
る
者
は
、
必
ら
ず
一
枇
曾
的
に
、
魚
す
ゐ
る
人
で
あ
る
ご
。
僕
の
日
記
は
常
に
断
績
だ
。
松
井

君
仁
僕
が
来
年
の
正
月
か
ら
一

H
も
映
さ
ず
に
記
し
て
見
せ
る
よ
と
言
っ
た
ら
、
馬
鹿
言
つ
も
や
あ
困
ま
る
よ
、
今
H

の
日
記
が
満
足
に
出
来
な
い
者
が
来
年
か
ら
な
ん
て
、
そ
れ
は
と
て
も
駄
目
だ
と
松
井
立
が
笑
っ
た
。

ム
月
ム
日
、
世
の
中
が
進
む
に
従
っ
て
積
φ
奇
怪
な
、
然
か
も
複
雑
極
ま
る
事
件
が
績
出
し
新
聞
を
出
駄
羅
臼
に
版

や
か
す
。
今
日
の
新
聞
に
日
く
、
最
高
組
事
府
た
る
帝
大
の
皐
生
が
あ
ば
れ
る
。
早
稲
田
の
右
傾
畢
生
が
横
行
し
て
校
庭

に
血
の
雨
が
降
る
。
政
治
家
が
あ
ば
れ
る
。
不
良
の
生
徒
を
な
？
っ
て
訓
導
が
傷
害
罪
で
途
に
検
事
局
に
法
ら
る
等
ん
Y

乙
れ
所
謂
思
想
題
化
の
一
現
象
と
も
一
五
ふ
ぺ
き
も
の
だ
。


